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中国手話における口の動きの役割はこれまで議論されてこなかった。しかし、手話言語に

おける口の動きの役割は、長い間注目されてきた。この発表では、中国手話の疑問文にお

ける口の動きを取り上げる。ここでは、疑問文とその背景にあるメカニズムによって表現

される、記号の構造の異なるレベルにおける口の動きの機能の理解を試みる。分析の対象

は、６４名の被験者から上海で収集された自然発話のデータである。被験者はすべて中国

手話の母語話者で、盲学校で教育を受け、年齢は２０代から６０代までである。総計１５

時間以上の９９のクリップから収集された自然発話は ELAN を用いて注記され、１４２７

個の極性疑問文と、６３０個の内容疑問文を含んでいる。 

まず、すべての手話記号と口の動きは、収集された２０５７個の疑問文すべてに含まれ

ていた。口の動きには手話記号に伴うものと、伴わないものの２つのタイプがあることを

発見した。口の動きが、１つかそれ以上の手話記号に継続して共起する場合があることも

観察できた。さらに、年齢と、文のタイプ、つまり極性疑問文と内容疑問文で相違がみら

れるかの分析も行ったが、若年層と老年層、極性疑問文と内容疑問文との間に重大な違い

は見られなかった。 

８０％の手話記号が口の動きと共起しており、共起する口の動きの９０％は、１つの手

話記号と共起していた。疑問を表す記号については、そのほとんどが等価の口の動きを持

っていることがわかった。主として、口の動きの機能は、形態音素論レベルのものである

が、統語レベルで機能しているものもあった。いくつかの特別な場合には、手記号を伴わ

ない口の動きが、言語コミュニケーションにおいて疑問文を作ることがあった。ほとんど

の中国手話の話者は、もしかするとバイモーダルなタイプに属しているかもしれないこと

が示唆される。つまり、口の動きは、補充的なあるいは余剰的であるかもしれないが、中

国手話の不可分の一部であるということである。しかしながら、基本的に中国手話は口の

動きなしでは成り立たない。さらに、身振りと手話記号そして言語音が我々の言語の体系

全体をなす３つの要素であると推論される。中国手話は、単に中国手話を主要な要素とし、

それに音声中国語と身振りが様々な度合いで混ざり合った連続体であるに過ぎない。 
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